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  平成26年２月14日に公表いたしました平成26年12月期第２四半期連結累計期間（平成26年１月１日～平成26年６月30日）

の業績予想と、本日公表の同実績に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。

　また、最近の業績動向を踏まえ、同じく平成26年２月14日に公表いたしました平成26年12月期通期（平成26年１月１日～

平成26年12月31日）業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、併せてお知らせいたします。

　　　 　　　　　　　　　　　記

１．平成26年12月期第２四半期連結累計期間業績予想数値と実績との差異（平成26年１月１日 ～ 平成26年６月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

51,000 3,000 3,100 1,800 14.32

今回実績(Ｂ) 53,270 4,515 4,570 3,173 25.24

増減額(Ｂ－Ａ) 2,270 1,515 1,470 1,373 ―　

増減率（％） 4.5 50.5 47.4 76.3 ―　

　(ご参考）前期第２四半期実績

(平成25年12月期第２四半期)

２．平成26年12月期通期連結業績予想数値の修正（平成26年１月１日 ～ 平成26年12月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

107,000 7,200 7,500 4,200 33.41

今回修正予想(Ｂ) 109,300 8,700 8,900 5,500 43.75

増減額(Ｂ－Ａ) 2,300 1,500 1,400 1,300 ―　

増減率（％） 2.1 20.8 18.7 31.0 ―　

　(ご参考）

前期実績(平成25年12月期)

３．業績予想と実績との差異及び通期業績予想修正の理由

　平成26年12月期第２四半期連結累計期間につきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の影響などにより、３月

春物商戦が好調に推移したため、売上高と粗利益額が増加し、また、販管費の削減を推進したことにより、営業利益、

経常利益、四半期純利益は上記のとおり当初予想を上回る結果となりました。

  平成26年12月期通期業績予想につきましては、消費増税による影響も和らぎつつある状況を踏まえ、上記のとおり修正

いたします。　

*　上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な

要因によって予想値と異なる場合があります。

以　上

3,648 29.02

前回発表予想(Ａ)

106,350 7,053 7,499

前回発表予想(Ａ)

△ 1.3350,816 △ 1663,1052,842
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